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１．目的 

Ａ市小・中・養護学校の教職員のメンタルヘルスの実態を把握することを目的とした。 

 

２．対象 

Ａ市小・中・養護学校の教職員3,775人 

 

３．方法 

平成19年9月に、平成7～11年度労働省委託研究「作業関連疾患の予防に関する研究」

による「職業性ストレス簡易調査票」１）を使用し、自記式留置質問紙法で実施した。 

調査票は、「仕事のストレッサーに関する質問項目（１７項目）」「ストレス反応に関す

る質問項目(２９項目)」「修飾要因に関する質問項目(１１項目)」と、職種、性別・年齢

など個人属性で構成されている。 

これらの項目により作成された、ストレッサーの尺度は９つで、仕事の量的負担感、仕

事の質的負担感、肉体的負担、仕事のコントロール度、技術の活用、対人関係の良さ、職

場環境、仕事の適性度、働きがいである。ストレス反応の尺度は６つで、活気、イライラ

感、疲労感、不安感、抑うつ感、身体愁訴である。修飾要因の尺度は４つで、上司との関

係、同僚との関係、配偶者・家族・友人からの支援、仕事及び家庭生活に対する満足度で

ある。 

個人結果、職場環境結果を職業性ストレス簡易調査 CD-ROM 版で判定し、結果をフィー

ドバックした。 

また、匿名化データについて、相関係数の分析および線型回帰分析を行った。解析には

SPSS 15.0 for Windowsを使用した。 

 

４．結果 

全国の平均職場と比較すると、男性では、量的負担感・肉体的負担の評価が悪く、活気・

家族や友人方のサポート評価が良かった。 
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女性の平均値では、量的負担感・肉体的負担感の評価が悪く、対人関係・職場環境・活

気・上司からのサポート・家族や友人からのサポートの評価が良かった。 

男女共にストレッサーの量的負担・身体的負担は若干悪いが、活気は良いほか、ストレ

ス反応全般は全国並みであった。 

ストレス反応とストレッサーの相関係数では、満足度は活気・イライラ感・不安感・抑

うつ感と非常に大きく相関しているといえた。イライラ感については対人関係や仕事のコ

ントロール度、疲労度については量的負担感を減らすことで改善する可能性が示唆された。

活気を高めるためには、サポートを増やすより、仕事の量を減らすほうが有効であるとい

える。対人関係の良さは、各ストレス反応の改善に重要な役割を担うことが示唆された。 

 

５．考察 

 岡山県教育センター(2007)２）によると、教職員が学校で感じるストレッサーは、児童生

徒や保護者、同僚、管理者との人間関係によるものが多く、その改善がメンタルヘルスの

一次予防となるとしている。岡山県教育センターが行った教職員間の人間関係作りを目的

とした職員研修のプログラムの中で、「ストレッサーとなる問題に対するスキルの向上を

図る取組み」と「自分の気持ちや考えを伝え合う体験」の観点が、有効であるという結果

であった。 

 このことからも、対人関係・上司からのサポート・家族や友人からのサポートが良好に

保たれることが、メンタルヘルスの予防につながり、もって児童生徒のメンタルヘルスに

寄与することができる。 

 文部科学省によると、2006年度に病気で休職した公立小中高校の教職員は7,655人で、

そのうち、精神疾患による休職者は61％を占める4,675人で、前年度比497人増であった。

このことは、14年連続の増加であり、精神疾患による休職者も増加している。 

 現段階においては、Ａ市教職員のメンタルヘルスの悪化は見受けられないが、こうした

全国的な状況もあり、今後、実態をより詳細に把握し、良い取組みについても取り上げ、

実態に合わせたメンタルヘルス対策を行っていく必要がある。 

 

６．課題 

 今回の調査を踏まえ、教職員に特徴のある項目について調査を重ね、具体的なメンタル

ヘルス対策につなげていきたい。 
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